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性能照査型道路計画設計は，“機能に対応した性能を実現するため，必要な道路構造と交通運用の組み

合わせを柔軟に採用したオーダーメイド型の道路計画設計手法”である，この性能照査型道路計画設計に

おける道路の階層化は，これまでの研究からその妥当性が明らかになってきており，現在、実務展開の手

法の構築を行っている. 
本稿では，これまでに整理された実務的適用方法の流れを踏襲しながらも，拠点設定や階層区分の見直

し等に関する最新の研究成果を反映する形で，性能照査型道路計画設計の実務的適用方法について，ケー

ススタディー結果をもとに紹介する． 
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1. はじめに 

 

道路の階層化に関する研究は，これまでその必要性・

妥当性について数多く研究が積み重ねられてきている．

性能照査型道路計画設計は，“機能に対応した性能を実

現するため，必要な道路構造と交通運用の組み合わせを

柔軟に採用したオーダーメイド型の道路計画設計手法”

であり，中村・大口ら1)～3)により提唱されてきた計画設

計手法である． 

(一社)建設コンサルタンツ協会 道路専門委員会 設計シ

ステムWGでは，性能照査型道路計画設計に対する研究

活動として，設計要件に関する考察4)，交差・出入制限

の考え方と実現に向けた課題5)，階層化のアプローチに

よる現状道路の問題解決方法6)，線的あるいは面的な階

層設定のアプローチ方法7)，具体的ケーススタディ箇所

をもとに実務的適用方法の提案8)，を行ってきた． 

本稿では，これまでに整理された実務的適用方法の流

れを踏襲しながらも，拠点設定や階層区分の見直し等に

関する最新の研究成果を反映する形で，性能照査型道路

計画設計の実務的適用方法について，ケーススタディー

結果をもとに提示する． 

  

2. 実務的適用の手法 
 

性能照査型道路計画設計の実務的な適用の流れを図-1

に示す．実務的適用は概ね3つの段階に分割でき，まず

拠点と対象エリアを設定した後，性能検証および性能目

標達成に向けた検討を2拠点間で行う．この2拠点間での

性能検証と目標達成に対する検討を全ての拠点間ペアに

対して実施し，対象エリア全体に展開していくこととな

る．各段階における具体的手法の詳細を次章以降に示す．  
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表-1 拠点の定義(後藤ら9)をもとに作成) 

拠点 
階層 

拠点施設 拠点領域 拠点領域の具体例 

具体例 目安と
なる範囲 

 三大都市
圏の場合 

大都市 
拠点 
ME 

三大 
都市圏 のぞみ停車駅， 

国際空港など 

第二環状
道路内部 東京，名古屋，大阪 － 

ブロック 
中心都市 都市域 仙台，新潟，広島， 

福岡など － 

高次 
都市 
拠点 
UU 

完結型 
ひかり停車駅，県庁政令指定 
市役所，地方空港，第三次医療 
施設，国公立大学，百貨店など 

市街化 
地域 

秋田，千葉，浜松， 
京都，神戸，岡山など  

相互 
補完型 

花巻+奥州+一関， 
松江+米子，三島+沼津な
ど 

－ 

生活拠点 
LU 

駅，市役所，一般病院，大型
ショッピングセンター，高等 
学校など 

中心
市街地 
(DID) 

伊豆，下田，一宮，多治見
など 

中野，高円寺， 
金山，千里など 

小さな拠点 
SM 

小中学校，旧役場庁舎，
スーパーマーケット，JA， 
バスターミナル，診療所など 

学区 旧町村，学区など 学区など 

集落・住区 
CM 集会所，自治会 住区・

集落 
X丁目など X丁目など 

 
図-1 性能照査型道路計画設計の適用フロー 

 

3. 拠点と対象エリアの設定 
 

(1) 拠点の設定 

まず，性能照査型道路計画設計を実施する地域におい

て拠点を設定する．拠点は，後藤ら9)により提案されて

いる表-1に示す拠点階層の定義に従って設定することと

し，「大都市圏(ME)」「高次都市拠点(UU)」「生活拠点

(LU)」「小さな拠点(SM)」「集落・住区(CM)」のいずれ

かにあてはめる．ここでの拠点設定においては，現時点

で拠点が有する機能のみに留まらず，各拠点が持つ将来

像を踏まえて設定しておく必要がある． 

 

(2) 対象エリアの設定 

設定された拠点配置に応じて，面的ネットワークを考 

 

 
図-2 小さな拠点のイメージ 

(出典:『国土のグランドデザイン2050』参考資料) 

 

慮した対象エリアを設定する．対象エリアの設定範囲は，

『国土のグランドデザイン205010)』で提唱されているよ

うなコンパクトな拠点とネットワークで構築される“小

さな拠点(図-2)”で想定されるエリアや，複数自治体が

相互連携により行政サービスをする範囲として考えるエ

リアなどが考えられる．このようにして対象エリアを設

定した後，2拠点間の階層化検討を複数ケース実施し，

それらをオーバーレイすることによって，対象エリア内

における道路ネットワークの階層化を実現する． 

以降，本稿では対象エリアを三島・沼津を中心とする

伊豆半島北部とした場合のケーススタディを示す．拠点

の定義および対象エリアの設定方法にもとづき，拠点お

よび対象エリアの設定を行った結果を図-3に示す． 

 

4. 既存道路の2拠点間における階層化 
 

対象エリア全体での道路ネットワークの階層化を行う

ためには，まず任意の拠点間を結ぶルートについて階層

を設定し，ルート上の各道路の性能照査を実施する． 

 

 START 

■拠点と対象エリアの設定 

(1)拠点の設定／(2)対象エリアの設定 

■既存道路の２拠点間における階層化 

 (1)２拠点の設定 

(2)既存道路での旅行時間分析 

(3)既存道路の非混雑時における性能照査 

(4)既存道路を理想的に階層化した場合の 

旅行時間検証 

(5)性能達成に向けた改善検討 

(6)車線数、交通運用等の検討 

全ての拠点間 
を網羅？ 

YES 

NO 

■既存道路の対象エリアにおける階層化 

 (1)既存道路ネットワークの階層化フロー 

(2)重複区間の階層設定 

(3)その他留意点 

END 
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図-3 伊豆半島北部付近における拠点の設定例 

 

具体的には図-4に示すように，2拠点における目標旅

行時間を設定(①)した上で，旅行時間分析(②)と性能照

査(③)を行い，設定した目標と乖離があれば，性能達成

に向けた検証(④)及び改善検討(⑤)を行う．尚，ここで

の目標との乖離の把握の段階では，交通需要による影響

は主眼としておらず，その後の車線数や交通運用等の検

討(⑥)の段階で主として考慮していることに留意された

い． 

 

(1) 2拠点の設定 

a）任意2拠点の選定 

本ケーススタディでは，任意の2拠点として，ひかり

停車駅を有する高次都市拠点(UUC)として設定した“三

島市”と，旧中伊豆町役場を有する小さな拠点(SMC)と

して設定した“旧中伊豆町”間での検討例について示す．

b）経路の設定 

既存道路ネットワークが設定された性能目標を満足す

るかを照査するため，2拠点間の経路を既存ネットワー

ク上で設定する．本来，2拠点間の経路設定は，地域計

画や都市計画等の上位計画を踏まえ，将来幹線道路とな

る主要路線を見据えた経路を設定すべきであるが，計画

路線等を含めた経路の設定については，後述の性能達成

に向けた改善検討において行うこととする． 

 

図-4 2拠点間を結ぶルートの階層設定フロー 

 

 
図-5 静岡30(サーティ)構想 (出典：静岡県HP) 

 

設定する経路は，地域住民が2拠点間を移動する際に

利用することが想定される路線やルートであり，交通実

態調査や道路利用者へのヒアリング結果などを通して設

定することが可能であるが，全拠点間について同様の方

法により経路設定を行うには相当な労力を要する．本ケ

ーススタディでは，ルート設定や走行時間・移動距離等

の検討条件を比較的容易に抽出することが可能なインタ

ーネット探索システム（NAVITAIME、Google等）を活

用し，2拠点を出発地と目的地に設定して提示された推

奨ルートを基本的な主要経路と設定した．尚，上記探索

システムの活用にあたっては，現況主要幹線道路よりも

並行する市町村道などを選択するケースも見受けられる

ため，探索結果をチェックしておく必要がある． 

c）目標旅行時間の設定 

2拠点間の目標旅行時間を設定する方法としては，拠

点階層ごとに一意的に設定された目標旅行時間を参照す

る方法と，自治体等によって上位計画により示された目

標旅行時間を設定する方法がある．本ケーススタディー

で検討対象エリアとした伊豆半島北部地域には，対象地

域を含む静岡県で『静岡30(サーティ)構想(図-5)』が策定

されていることから，この構想に従い当該拠点間の目標

旅行時間を30分として設定した． 

階層化の妥当性・目標旅
行時間達成可否の検証

①２拠点の設定
【目標旅行時間の設定】

②既存道路での旅行時間分析

④既存道路を理想的に階層化
した場合の旅行時間検証

⑤性能達成に向けた改善検討

階層ネットワークの完成

交通需要

ＧＡＰ有
ＧＡＰ無

③既存道路の
性能照査

⑥車線数、交通運用等の検討

幾何構造や交差点密度等の
改善を実施した場合の照査

三島市  ：ひかり停車駅を有する市． 

「高次都市拠点UUC」と設定 

旧中伊豆町：旧中伊豆町役場を有する拠点． 

「小さな拠点SMC」と設定 
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(2) 旅行時間分析 

次に，設定した拠点間経路において旅行時間分析を行

う．旅行時間分析には，現況旅行速度分析と計画路線速

度分析とがあり，後者は，評価区間内に事業化された路

線等がある場合に想定されるものであるが，ここでは変

更含む計画路線は対象とせず，前述の経路設定のときと

同様，性能達成に向けた改善検討の段階で評価する． 

現況旅行時間の算出には，実際に走行調査を行い旅行

時間を計測する他，民間プローブデータや道路交通セン

サスなどにより得られた旅行速度データが活用できる． 

このとき，現況道路が持つ性能として目標旅行時間を

達成できる構造を有しているか判断するため，交通需要

を含むと考えられる混雑時の旅行速度ではなく，交通需

要を含まない非混雑時の旅行速度を用いて現況旅行時間

を算出する． 

本ケーススタディでは道路交通センサスの非混雑時旅

行速度を用いて現況旅行時間分析を行った結果，非混雑

時における2拠点間の現況旅行時間は上り方向で38.7分，

下り方向で43.4分となった． 

 

 (3) 非混雑時における性能照査 

本ケーススタディーで設定した目標旅行時間と算定し

た現況非混雑時旅行時間を比較すると，現況非混雑時旅

行時間38.7分＞目標旅行時間30分となり，三島市～旧中

伊豆町の道路が性能目標を満足する道路構造を有してい

ない結果となった(図-6)．したがって，当該区間の性能

目標を満足させるため，速度低下箇所における道路構造

を見直し，目標旅行速度を達成する道路構造とする改良

を検討することとなる． 

尚，もしここで目標旅行時間を満足する現況旅行時間

となる場合は，交通需要を加味した性能照査により性能

目標を達成しているか検証する． 

 

(4) 理想的に階層化した場合の旅行時間検証 

a)既存道路への階層設定 

既存道路へ階層を設定する際には，地域区分を設定し，

各路線に階層をあてはめる．地域区分設定は，対象とな

る拠点を有する都市における，現況の施設立地状況，将

来開発等計画，都市を取り囲む環状道路等の整備，計画

状況を踏まえて市街地外と市街地内に区分する．本ケー

ススタディでは，三島市が市街地内(都市部)，旧中伊豆

町が市街地外(地方部)に該当すると考えられる． 

各路線への階層のあてはめは，後藤ら9)により提案さ

れた地域区分や交通機能，拠点間の連絡レベルにより整

理された道路分類(表-3, 4)を用いる．これらの表を参考

に，ケーススタディ経路において各路線に階層をあては

めた結果を図-7に，階層設定の考え方を表-5に示す．  

 

表-2 三島～中伊豆間の現況旅行時間(非混雑時)

 
 

 
図-6 三島～旧中伊豆の旅行速度と目標旅行速度 

 

表-3 交通機能および市街地内外の別による道路分類 

 

 

表-4 道路階層区分マトリックス 

(a)上位の拠点領域に内包されていない場合 

 
(b)上位の拠点領域に内包されている場合 

 
 

区間
No.

区間起点(任意) 区間終点(任意) 利用路線名
区間延長

(km)
旅行速度
(km/h)

旅行時間
(分)

旅行速度
(km/h)

旅行時間
(分)

1 旧中伊豆町役場 市道 0.1 10.0 0.66 10.0 0.66

2 鮎見橋交差点 伊東修善寺線 5.4 40.9 7.92 39.8 8.14

3 鮎見橋交差点 横瀬交差点 伊東修善寺線 0.8 24.0 2.00 9.5 5.05

4 横瀬交差点 修善寺IC 一般国道１３６号 1.1 38.0 1.74 25.0 2.64

5 修善寺IC 熊坂IC 一般国道１３６号 2.1 61.5 2.05 63.6 1.98

6 熊坂IC 大仁南IC 一般国道１３６号 0.4 61.5 0.39 63.6 0.38

7 大仁南IC 大仁中央IC 一般国道１３６号 1.3 55.1 1.42 54.3 1.44

8 大仁中央IC 長岡IC 一般国道１３６号 2.6 57.1 2.73 50.8 3.07

9 長岡IC 長岡北IC 一般国道１３６号 2.0 71.3 1.68 69.2 1.73

10 長岡北IC 江間IC 一般国道１３６号 1.1 61.7 1.07 62.3 1.06

11 江間IC 一般国道１３６号 1.2 47.5 1.52 45.7 1.58

12 一般国道１３６号 1.0 47.5 1.26 45.7 1.31

13 御園伊豆仁田停車場線交一般国道１３６号 1.1 46.6 1.42 45.0 1.47

14 御園伊豆仁田停車場線交大場川南交差点 一般国道１３６号 0.6 32.7 1.10 28.9 1.25

15 大場川南交差点 一般国道１３６号 0.2 20.2 0.59 26.7 0.45

16 梅名交差点 一般国道１３６号 1.2 20.2 3.56 26.7 2.70

17 梅名交差点 南二日町IC交差点 一般国道１３６号 2.1 28.5 4.42 25.8 4.88

18 南二日町IC交差点 三島裾野線 0.8 16.7 2.87 14.9 3.22

19 三島市役所 市道 0.1 10.0 0.34 10.0 0.34

計 25.2 39.0 38.74 53.6 43.35

上り線 下り線

0
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下り線
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図-7 三島～中伊豆における道路階層設定例 

 

表-5 三島～中伊豆路線別階層選定理由 

区間 地域 
区分 路線名 階層 階層の設定理由 

⑤⑥ 都市 主)三島 
裾野線 

DUV 
市街地の幹線街路と
しての利用が想定さ
れるため 

④⑤ 都市 一般国道 
136号 

CUIV 

市街地内の幹線道路
でありアクセス機能
も必要な路線である
ことから 

③④ 地方 

一般国道 
136号 
(伊豆縦 
貫道路) 

BRIII 

将来的には地域高規
格道路としての整備
が見込まれるため，
部分出入制限を想定 

②③ 地方 主)伊東 
修善寺線 CRIV 

路線の途中に位置す
る旧中伊豆町(SMC)
などとLUCを連絡す
る路線と考えられる
ため 

 

b)目標旅行時間の照査 

拠点間を結ぶルートと設定した階層の目標旅行速度か

ら，交通需要を加味しない旅行時間を算出し，目標旅行

時間を満足するかを照査する．目標旅行時間を満足する

結果となれば，(6)に示す車線数，交通運用等の検討を

行う．設定した階層と目標旅行速度で算出した旅行時間

が目標旅行時間を満足しない場合は，階層設定や目標旅

行速度の見直しを行い，再度目標旅行時間の照査を実施

する．階層設定や目標旅行速度の見直しの余地がなくな

った場合は，目標旅行時間を満足するために高規格幹線

道路のようなトラフィック機能の極めて高い路線が必要

であると考えられるため，自専道等を含めた広域道路ネ

ットワークの見直しを行い，再度経路設定から検討する． 

 

(5) 性能達成に向けた改善検討 

a)目標との乖離の把握 

現況非混雑時旅行速度および時間を，各区間の階層お

よび目標旅行速度・時間と比較した結果を図-8に示す． 

 

 
図-8 目標旅行速度・時間と現況非混雑時との差 

 

表-6 速度低下要因のチェックポイント 

単
路
部

潜
在

・平面・縦断線形不良，狭幅員区間の存在 
・多車線道路で中央分離帯未設置区間の存在 
・車線あるいは路肩が狭い区間の存在 
・歩道が狭いため，走行車両の速度への影響 

顕
在

・サグや長い登坂での速度低下 
・トンネル区間など閉鎖空間による速度低下 
・大型車混入率が高いことによる速度低下 

交
差
点
部

潜
在

・信号交差点密度 
・DRM等で評価区間が短いことによる影響 
・沿道施設への出入り車両による影響 
・車線運用のバランス（主方向の適正） 
・横断歩行者の影響 

顕
在

・信号現示の最適化 
・右折滞留長の不足による後続車への影響 

 

区間毎の目標旅行速度と現況旅行速度を比較すると，

目標満足区間と不満足区間で，乖離が大きい区間と小さ

い区間が存在している．この乖離の原因を分析して乖離

を埋める対策を実施することにより，各区間での目標旅

行速度を満足させることで，目標旅行時間を達成させる． 
 

b)原因分析 

現況非混雑時の旅行速度と目標旅行速度が乖離してい

る区間を整理し，旅行速度の低下区間について，潜在的

要因(交通需要が極端に少ない場合でも潜在している速

度低下要因)，顕在的要因(交通需要が高まるにつれて顕

在化する速度低下要因)に着目して分析する．表-6に速

度低下原因分析のチェックポイントの一例を挙げる．原

因分析は，詳細な速度データと，道路線形データ，各交

差点のサイクル長や遅れ時間，所要交差点の方向別交通

量と混雑度，主要速度低下発生箇所(料金所等)における

遅れ時間等の詳細なデータより分析する．本ケーススタ

ディでは，区間全体をGoogleマップ等で確認し，速度低
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下要因を簡易的に把握した(図-9)． 

 

 

図-9 ケーススタディにおける原因分析の一例 

 

c)性能達成に向けた改善検討 

現況と目標とする階層と乖離がある場合，個別箇所に

おける対応策により目標旅行速度等を満足する道路構造

を検討する．速度低下要因に着目した場合の対策事例を

潜在的要因と顕在的要因として表-7に示す． 

性能照査の結果，抜本的な対策が必要であると判断さ

れる場合は，現道拡幅やバイパス整備も考慮して再度性

能照査を実施する．原因分析により課題となった区間・

箇所に対して，対応策が複数考えられる場合は，改善効

果の度合，事業のしやすさ，事業費等を勘案して，下記

点にも留意しつつ，比較検討を行う． 

 右折車線整備やラウンドアバウトの導入，沿道アク

セス制限等，現道部での抜本的な対応策 

 旅行速度に著しい影響を与える信号交差点の集約 

検討した対応策による遅れ時間や旅行速度の改善効果

を踏まえ，設定した性能目標達成について照査する．尚，

期待できる効果は理論値やシミュレーション，類似条件

での実測値，他対策事例より引用しても良い．ただし，

現況の信号密度や沿道条件等にも十分配慮し，適切な改

善対策を適用することが必要である．照査の結果，性能

目標を満足しない場合には，他対応策の検討を追加し，

順次，階層の再設定，パイパス計画などの対応策を検討

していく． 

ケーススタディーにおける速度低下原因分析において，

現況旅行速度と目標旅行速度が乖離している区間につい

て，旅行速度改善の対策を立案した一例を表-8に示す． 

本来であれば，これら対策実施による旅行速度向上効

果が定量的に示されることが望ましが，今回のケースス

タディーでは対策実施により目標速度を満足するものと

仮定した. 

今後，事例分析等の蓄積により対策別の効果を明らか

にし，各対策に対する性能照査の精度を向上させる必要

がある． 

 

表-7 速度低下要因別の対策例 

速度低下要因 対策例 

単
路
部

潜
在

・平面線形 ・線形局部改良 

・沿道出入り

・中央分離帯設置 
・副道設置 
・車線運用の変更（加減速車線設置，

第一通行帯のサービス車線化) 
・支道集約(一方通行化) 

・合流部 ・合流車線延長 

顕
在

・縦断線形
(登坂,サグ)

・トンネル 

・情報提供(速度回復) 
・ペースメーカーライト 

・低速度車両
・大型車混入率

・付加車線設置 
・ゆずり車線 

交
差
点
部

潜
在

・右，左折車

・右,左折車線設置 
・右,左折車線相当幅員の確保 
（広幅員の直進・右折,左折混用車線）
・右折立体(右折交通が主の場合) 
・右,左折車両回避スペース確保 
・横断歩道橋設置 
・ラウンドアバウト化 
・迂回路 

顕
在

・右折２車線化 
・右折車線延伸 
・横断歩道のセットバック 

潜
在

・交差点密度

・交差点の集約 
・中央分離帯で閉鎖し並行道路整備 

顕
在

・信号現示の最適化 

 

表-8 旅行速度改善の対策立案例 

対応方針 対策例 

路上駐車

の抑制 

センターゼブラのマウントアップ化

交差点 

適正化 

左折車線設置 ラウンドアバウト

 

車線容量

の確保 

交差点集約 副道設置 

 

 

 

図-10 対策実施による目標達成のイメージ 
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図-11 既存道路ネットワークの階層化 

 

(6) 車線数，交通運用等の検討 

現況の非混雑時における目標旅行時間の照査の後，交

通需要を加味した道路の性能照査を行う．交通需要を加

味する段階では，需要に対応する必要車線数の決定，結

節点における交差構造(JCT，RABなど)，交通特性に配

慮した信号現示や右左折レーン設置などの交通運用の決

定等の対策について検討を行い，目標旅行時間達成に対

する性能照査を実施する．この交通需要を加味した性能

照査については，現在検討中であり，今後更なる研究の

上で計画設計手法を明確にしていく必要がある． 

 

5. 既存道路ネットワークの階層化 
任意の2拠点間の階層設定を複数組行い，対象地域の

面的なネットワークの階層設定が進むと，ある段階で既

に階層設定した区間が重複するケースが生じる．この場

合には，最も高い目標旅行速度が必要とされる区間を主

として設定していく必要がある． 

 

6. おわりに 
 

本研究では，柳沢ら8)により示された性能照査型道路設

計の既存ネットワークへの実務的適用方法の流れを踏襲

しつつ，拠点設定や階層区分の見直し等に関する最新の

研究成果を反映した上で，各検討段階における具体的な

適用方法について述べた．今後の実務的適用に向けては，

以下の課題が考えられる． 

1) 拠点設定における拠点の考え方のばらつき 

2)短距離の２拠点間での評価 

3) 道路の階層区分適用の判断（個人差） 

4) 面的検討の適正範囲 

5) 階層間の速度差に応じた階層の設定方法 

6) 改善策の効果原単位の精度向上 

7) 問題箇所の把握と照査に使うデータとの整合性 

また本稿でも記載しているとおり，交通需要を加味し

た性能照査の部分については明示できていない．今後こ

れら部分に関する研究成果と合せて，交通需要に関わら

ず性能目標を担保する階層設定や道路構造を具体的に提

示できるよう検討を進めていく必要がある． 
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